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４４日 （8日） ４2日 （9日） 2 日

83 ％ 81 ％ 2 ％

171 人 152 人 19 人

3.9 人 3.5 人 0.4 人

8 人 9 人 -1 人

区分

運 行 日 数 （ 運 休 日 数 ）

運 行 率

延 べ 利 用 人 数

1 回 当 た り 平 均 利 用 者 数

実 利 用 会 員 数

助け合いの輪を広げよう

　計画推進部会との合同打ち合わせ会を2回、部会を3回開催し移動支援に関する情報共有した。
また移動支援に関する研修会を１回開催した。

増減

議案第１号

令和6年度事業報告

住民の暮らしの安全と安心を確保

みんな集まれ拠点センター

スネカ行事の実施や買い物ドライブサロン運営の事務事業を支援した。

　８月２４日の「吉浜地域振興出張所の今後の運営に関する説明会」（参加者１９人、於：拠点セ
ンター）及び１０月２２日の「吉浜地域振興出張所の今後の運営に関する住民説明会」（参加者約
30人、於：拠点センター）の開催へ協力した。

助け合い活動及び地域包括ケアシステムの推進

　会報「吉・浜ライン」を毎月２０日号を１２回、移動販売業者の変更に関する臨時号を（10月
５日号）１回　発行した。

計画推進部会の開催状況

助け合い部会の開催状況

　助け合い部会との合同打ち合わせ会を2回、部会を6回開催し吉浜海岸清掃大作戦やSNS等につ
いて協議した。

運営委員会の開催状況

　令和７年３月２5日、運営委員会を開催し、大船渡市大規模林野火災への支援金等について協議
し、全9部落会と当会から災害見舞金を拠出することとした。また、来年度、吉浜地区拠点セン
ターへ導入される指定管理者の候補者に指定されるよう取り組むことについて説明した。

高齢者買い物送迎車運行事業

　９月に会員１名が退会した。また、１名の会員が転倒の影響等により介護施設利用者となり、当
該送迎車を利用できなくなった。しかし１１月には１名が新たに入会した。６月にウニの開口によ
り１回、3月には大船渡市大規模林野火災の影響により吉浜荘の利用者の自主避難のため第１週及
び第２週が、さらにその後の２週は、この大規模林野火災の影響で買い物ワゴン車の利用者が買い
物を自粛したため運休となった。

令和６年度 令和５年度



・

イオン 生協 計 イオン 生協 計

182 202 384

28 24 52 174 110 284

（週２回）（週1回） 264 157 421

163 197 360

28 24 52 783 666 1,449
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参加人数

12 月 18 日 ２3人

1 月 10 日 ２９人
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4 月 23 日 ４人

9 月 7 日 ５人

11 月 2 日 ３人

12 月 7 日 ４人

12 月 22 日 １４人

1 月 15 日 48人

1 月 16 日 ７人

備考

令和５年度利用者数
1,592人

令和６年度利用者数
1,449人
143人減

区分

大野地区

吉浜駅

根白地区

千歳地区

計

営業日数（日） 延べ利用者数（人）

　イオンの移動販売車による吉浜地区での営業は、4月3日から１０月17日となった。１０月２１
日からは「いわて生活協同組合」が移動販売車２台（大型・軽トラック）で毎週月曜日（週１回）
吉浜地区内４か所で営業し、高齢者等の買い物を支援した。

凧揚げ大会

ラジオ体操

　吉浜小学校の夏休み期間中に実施、延べ11日間、延べ参加者数337人でした。

吉浜地区拠点セン
ター、吉浜海水浴場
駐車場

キッピン学童クラブ
１７人、指導員５
人、振興会３人、ボ
ランティア手伝い２
人、見学者２人

大切に守り伝える伝統芸能

吉浜～盛 レンタカー返却（２往復）

スネカ保存会への協力

参加者が少かった。

実施日 内容 備考

自然環境維持や地域伝統の継承

気仙沼凧の会の講師3人による凧
作り教室を吉浜小学校において
こども園年長組４人、1年生２
人、２年生８人を対象に開催し
た。

スネカ保存会会長との打合せ

スネカ保存会会長等との打合せ

スネカ保存会説明会及び指導会
説明会：保護者５人
指導会：中学生５人

吉浜～盛
吉浜全域

午前中はレンタカー搬入（２往
復）。夜、大人スネ8人、中学生
スネカ2人で吉浜全域を回った。

運転手10人、付き添い
10人、その他18人、
中学生スネカの参加者
が少なかった。

拠点センターにおいてキッピン
学童クラブの生徒等を対象に開
催した。振興会メンバーが講師
となり凧作りをした後、駐車場
で凧揚げをした。

吉浜小学校

吉浜地区拠点セン
ター

スネカの装束片付け

スネカ保存会会長等との打合せ

移動販売車営業への協力

実施場所

サロン運営支援

　三陸地区文化祭やミニミニ文化祭への作品出展の支援をした。

一緒にはまらいん

校舎内で凧作りをし
た後、小学生が校庭
で凧揚げをした。
（こども園の園児は
昼食のため不参加）
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5 月 30 日 37人

・

6 月 2 日
吉浜地区
住民

・
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6 月 8 日 9人

6 月 17 日 11人

6 月 30 日 10人

7 月 14 日 85人

7 月 28 日 7人

3 月 26 日 7人

3 月 31 日 7人

吉浜地区拠点セン
ター

吉浜海岸

部会メンバー7人、市
支援員、会長参加

県農林センター2人、
市観光推進室3人、業
者1人の参加

吉浜地区拠点セン
ター

部会メンバー8人、市
支援員、会長参加

吉浜地区拠点セン
ター

３月２６日の市及び観光物産協
会との協議内容についての打ち
合わせ

正副会長、事務局
長、生活支援コー
ディネーター、計画
推進部会長、同班
長、SNS班長

参加者73人、振興会
12人、宝の埋め方を
検討する必要あり。

吉浜地区内外の交流促進、賑わいの創出

吉浜海岸☆復活大作戦☆”拾ってクリーン、あそんでハッピー、エンジョイラッキービーチ”

吉浜海岸復活大作戦、海岸清掃＆宝探し

計画推進部会開催

海岸清掃＆宝探しについて、
県・市・業者・振興会による現
地確認及び打ち合わせ

計画推進部会開催

自然と共に生きていこう

受 託 者 名

業 務 内 容

令和６年５月１日～令和７年３月３１日

買い物ドライブサロン庶務会計

景観形成事業

吉浜地内 大船渡市内一斉清掃

公衆トイレ清掃業務

　（一社）大船渡市観光物産協会から買い物ドライブサロンの添乗員ボランティア４人が吉浜海水
浴場公衆トイレ清掃業務を受託し、本振興会は全面的に支援した。

公衆トイレ清掃業務　１回/週　１時間/回

施設周辺の草取り　１回/月　１時間/回

周辺の草刈り作業を
吉浜草刈り隊が行っ
た。

観光物産協会と５月
１日に打ち合わせ、
５月４日から実施。

受 託 期 間

下通・大野部落は花
壇整備を併せて実施

計画推進部会開催（反省点等に
ついての話し合い）

部会メンバー５人、
支援員、会長参加

吉浜地区拠点セン
ター

令和７年度吉浜海水浴場開設に
向けた監視員等に関する協議

市役所３人、観光物
産協会協会２人、会
長及び副会長

吉浜地区拠点セン
ター

吉浜海岸
吉浜海岸復活大作戦、海岸清掃
＆宝探しを実施

水上助三郎像周辺
キッピン学童クラブ、小規模多
機能ホーム、振興会で落ち葉拾
い作業、掃き作業等を実施。

扇洞部落の方が参加

学童クラブ等との共同清掃作業
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8 月 26 日 ８人

12 月 2 日 7人

2 月 5 日 22人

・

・

〇

・

7 月 31 日 17人

・

7 月 2 日 46人

〇

・

1 月 31 日 24人

2 月 1 日 60人

2 月 2 日 85人

・

11 月 5 日 9人

11 月 8 日 １7人

11 月 9 日 3人

12 月 4 日 9人

仁屋の畑、吉浜駅 柿取り及び吉浜駅搬入作業

老人クラブや地域か
らの参加者が多かっ
た。

吉浜駅 皮むき、柿吊るし作業

吉浜駅 柿吊るし作業

吉浜駅

ミニミニ文化祭及びフリーマー
ケットを開催

各サロンや小規模多
機能ホーム等からの
出展があった。

津波記憶石及び津波
石並びに吉浜小学校

福岡県大野城市内の中学生等と
津波記憶石視察と周辺の草取り
作業及び津波石の視察研修後、
吉浜小学校において会長と市議
の講話を行った。

吉浜地区拠点セン
ター

ミニミニ文化祭会場準備

　2月１２日、おおふなぽーとで大船渡市市民活動支援センター主催の「大船渡市地区づくり交流
会」において助け合い部会長が「新組織に移行後の私たちの活動」ついて説明した。

　2月21日、猪川地区公民館において同地区館主催の「まちづくりセミナー」において計画推進
部会のSNS班長等が「SNSの導入等」ついて説明した。

大野城市13人、小学
校長、市議、会長及
び副会長

吉浜地区拠点セン
ター、津波記憶石及
び津波石

盛岡三高三陸探究学習　老人ク
ラブ会長の津波に関する講話、
昼食後、津波記憶石及び津波石
まで歩きながらのフィルドワー
ク、最後に高校生のプレゼン
ティーションを行った。

盛岡三高４１人、市
民活動支援セン
ター、市観光推進
室、吉浜地区老人ク
ラブ会長、会長及び
事務局長

盛岡三高　三陸探究学習受け入れ活動

吉浜うんめぇもの市場

柿のれん撤収作業

ミニミニ文化祭の開催

吉浜駅ホームへの柿のれん設置

一緒にはまらいん

総会構成メンバーの対するSNS
説明会

部会員7人、市支援員
2人、会長、総会構成
委員12人（部落会長
8人、PＴA会長、老
人クラブ会長、学
童、まなびや）

福岡県大野城市中学生被災地派遣研修生受け入れ活動

SNS等による情報発信

計画推進部会開催、SNSについ
ての勉強会

部会員5人、市支援員
２人、会長参加

吉浜地区拠点セン
ター

　12月20日からインスタグラムとXによる情報発信開始

計画推進部会開催、SNSについ
ての勉強会

部会員5人、市支援員
1人、会長参加
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6 月 23 日 20人

・

8 月 29 日 20人

9 月 26 日 55人

・

12 月 20 日 13人

12 月 21 日 9人

・

9 月 4 日 １人

11 月 14 日 ２人

11 月 16 日 １人

11 月 17 日 ２人

三陸公民館

実行委員会

会場準備

開催式 各サロン等から手芸
作品等を出展した。撤収作業

三陸地区文化祭への協力

アーバンメモリアル
ホール

市長及び社会福祉協議会長等を
来賓に迎え、令和6年度吉浜地区
敬老会を開催した。

敬老者41人、来賓
14人、コロナ禍後の
初開催、余興はカラ
オケを中心にした。

寄せ植え教室開催

吉浜地区拠点セン
ター

昨年度と同様に2日間の開催し
た。

インスタグラムで発
信した。

グランドゴルフ大会

旧吉浜中学校校庭
グランドゴルフ協会の協力を得
て実施した。

雨のため1回戦だけの
実施となった。

敬老会

吉浜地区拠点セン
ター

吉浜地区敬老会世話人会議を開
催した。

会長、副会長、事務
局長出席

「人生100年！」楽しく学ぼう

生涯学習の継続


